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平成２９年度 

「市長と語る市政懇談会」記録         
福 地 地 区  平成２９年１１月２８日（火） 午後６時３０分から   福地ふれあいセンター〔グリーンホール〕 

         

     市政懇談会次第 

１ 開会 

２ 市政運営について（市長） 

３ 地区とりまとめ意見・質問等の回答 

４ 自由意見交換 

５ 閉会 
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出席者等 

懇談会の地区代表者 福地南部小校区：山下敏男代表町内会長 

校区代表町内会長 福地北部小校区：鈴木民夫代表町内会長 

地区関係市議会議員 岡田隆司議員、黒辺一彦議員 

市 関 係 者 

中村市長、長島副市長、尾崎教育長、 

近藤企画部長、齋藤企画部次長、渡辺総務部長、 

長谷資産経営戦略局長、小塚危機管理局長、山崎健康福祉部長、

青山子ども部長、山﨑地域振興部次長、金原産業部長、 

牧環境部次長、加藤建設部次長、市川上下水道部長、 

木村市民病院事務部次長、新實教育部次長、太田消防長 

事務局：細田秘書課長、岩瀬秘書課長補佐ほか３名 

出 席 者 数 
市民 67人、地区関係市議会議員２人、市関係者 23人、 

報道関係者２人 

事前意見・質問等 
整理区分 11件 

内訳：意見１、質問８、要望２ 

自 由 意 見 等 
整理区分 15件 

内訳：意見７、質問５、要望１、提案２ 
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平成29年度 「市長と語る市政懇談会」（福地地区） 

 

○細田秘書課長 

皆様、こんばんは。私は、この懇談会の事務局を務めます秘書課長の細田でございま

す。よろしくお願いいたします。 

それでは、お時間になりましたので、ただいまから「市長と語る市政懇談会」福地地

区を開会いたします。 

初めに、本日の出席者をご紹介いたします。 

この懇談会の開催にあたり、多大なるご協力を賜りました福地地区の代表町内会長の

皆様で、福地南部小校区の山下敏男様、福地北部小校区の鈴木民夫様、また、市議会か

らは、岡田隆司議員、黒辺一彦議員、そして県議会からは、山田たかお議員、以上の皆

様にご出席をいただいております。 

そして、市からは、中村市長を始め、長島副市長、尾崎教育長、そして関係部局の部

長、次長が出席しております。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

続きまして、本日の予定をご案内いたします。 

この後、15分ほどのお時間で、市長が市政運営についてお話を申し上げます。その後、

福地地区から事前にお伝えいただきましたご意見やご質問などに対して、市から回答を

させていただきます。 

また、これら地区取りまとめのご意見とは別に、参加者の皆様から広くご意見をお聞

きする自由意見交換の時間も設けておりますので、まちづくりに対するご提案やご意見、

その他、地域の困り事や関心事などがございましたら、ご発言をいただきたいと思いま

す。 

皆様との懇談のお時間は午後８時15分までとさせていただき、その後、若干の事務連

絡を申し上げて閉会いたしたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

なお、記録用として、懇談会の音声録音と写真撮影をさせていただき、懇談会記録は、

準備でき次第、公開させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、市長、よろしくお願いいたします。 

 

○中村市長 

皆さん、こんばんは。市長の中村健でございます。 

本日は、福地地区の市政懇談会を開催させていただきましたところ、平日の夜の時間

帯にもかかわらず、本当に多くの方々にご参加いただきまして、ありがとうございます。 

また、日ごろは、市政各般にわたりましてご理解とご協力を賜りまして、この場を借

りて、厚く御礼申し上げます。 

それでは、市政運営についてお話をさせていただく前に、この福地地区におきまして

は、伝統行事や地域資源をＰＲするイベントが地元の方々の手によって行われておりま

すので、その幾つかをご紹介させていただきたいと思います。 

まず１点目ですが、10月22日、天竹神社で棉祖祭が行われました。あいにくの台風の

影響によりまして、屋内での開催となりましたが、古式ゆかしい綿打ちの儀が披露され

たということで、なかなか伝統行事の担い手不足に困っている地域があるのは事実でご
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ざいますけれども、こうした文化や歴史というものは、今後とも大事にしていっていた

だきたいというように思っているところであります。 

そして、２点目ですけれども、福地・花と美土里の会の皆様と地区町内会の皆様方の

ご協力によりまして、コスモス祭りが10月15日まで、斉藤町のＪＡ西三河事務センター

に隣接する休耕田で開かれました。 

そして、３点目ですが、地元の児童や園児が農業体験を行ったということで、４月28

日、福地南部小学校の２年生60人、６月17日、福地北部保育園の園児36人、６月26日、

福地北部小学校の３、４年生75人が、それぞれ地元の農家のご指導によりまして農業体

験を行ったということでありまして、今の時代だとスーパーマーケットでしか野菜を見

たことがないような子どもも正直いるわけでありますけれども、こうした、土に触れる

といいますか、農業の体験というのは、食育の一環としても非常に大事なことであると

思いますので、地元の方々の協力あってのものでありますけれども、今後とも続けてい

っていただきたいというように思います。 

それでは、市政運営についてのお話を15分ほどでさせていただきたいと思います。 

私が市長に就任させていただきましたのが７月５日でありまして、これで、もうすぐ

５か月が経とうとしているわけでありますけれども、７月14日に議会が開かれまして、

その場で所信表明を述べさせていただきました。この所信表明というものは、今後４年

間、市政運営をどのような方向でやっていくかということを述べるものでありまして、

本日は、その中の内容を少し深掘りさせていただきながらお話をしたいというように思

います。 

この所信表明は、幾つか項立てにしてあるのですけれども、特に力を入れていきたい

ことが３点ありまして、市民主役のまちづくり、少子高齢化と人口減少への対応、厳し

い財政状況を乗り越えるための徹底した行財政改革というところになりまして、簡単に

言えば、ここに４年間しっかりと力を入れていきたいという内容になるわけであります。 

まず１つ目の、市民主役のまちづくりについてでありますが、協働などという言葉が

よくいわれるようになって久しくて、これからの行政運営については行政と市民の皆さ

んで力を合わせながらというようなことで、これはどのまちでも言っているわけであり

ます。自分自身も市長選挙を戦っていく中で、この福地地区も含めまして、本当に市内

を隈なく回らせていただいて、多くの方と年代にかかわらずお話をさせていただく中で、

特に多かったのは、市民と市役所の距離があるというようなご意見であって、行政側の

職員が少し上から目線でものを言ってくるというご意見もあれば、少し敷居が高くて、

なかなか悩み事や相談事がしにくいといったようなご意見もありまして、簡単に言えば、

これまで以上、もっと身近で頼れる職員であると全ての市民の皆さんに思っていただけ

るように、それが少しでも進むようにやっていきたいというように思っているところで

ありまして、組織全体としては時間がかかることかもしれませんけれども、本日このよ

うに顔を合わせて意見交換をさせていただくこともそうなのですが、中身のやりとりだ

けではなくて、お互いに思っていることをしっかりと率直に伝え合った上で、何か心の

壁などをつくるのではなくて、しっかりコミュニケーションをとりながら、一緒に西尾

のこれからのまちづくりについて考えていけるような、そんな関係づくりをしっかりと
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していきたいというように思っております。 

それと、市が考えていることや今後やっていくことについて、市民の皆さんにお伝え

して情報を共有していくことが大事かなと思っております。決まったことだけをお伝え

するのではなくて、決まる前の段階で、現在こういうことを考えていますというところ

を、もう少し皆様方と相談といいますか、市民の皆さんの声を率直にお聞きしながら最

終的な意思決定をしていきたいと思っています。これまでも、決まったことの説明など

はしてきたと思ってはいますが、それだけではなくて、物事が変わる前の段階で一緒に

考えていけるようなそうした仕組みづくりもしていきたいと思っていますし、そういっ

た意味でも、こうした地区別の懇談会に限らず、市民の皆さんと意見交換をさせていた

だく場というのは重要だというように思っていますので、よろしくお願いいたします。 

そして、この市民主役のまちづくりの中でもう一つお伝えしたいことが、全国的な傾

向として、地域コミュニティの力が落ちているという問題意識を自分自身が持っていま

す。伝統行事の担い手が不足しているなどということもそうなのですけれども、この福

地地区においては、割合地域のつながりというのがまだまだあるのかもしれませんが、

傾向としては、やはり年齢が下がるにつれて、そうしたつき合いなどを遠慮するような

傾向があるのかなと思っていますし、町内会のことなどについても、まだ60代、70代の

方がお元気でいらっしゃるので、そうした方のお力を借りながら何とか維持できている

面などがあるかと思うのですけれども、これが10年、20年したときに、では、代替わり

がうまくできるかというのは、結構深刻な問題かなと思っていまして、そうした部分で、

地域のコミュニティの力を取り戻すために、市としても、他の自治体の先進事例などを

研究しながら力を入れていきたいというように今考えているところであります。 

次に、２点目の少子高齢化と人口減少への対応について、お話をさせていただきます。 

この少子高齢化と人口減少というのは、今の日本が抱える一番大きな問題でありまし

て、ボディーブローのように効いてくるので、すぐに少子高齢化がどこまで大きな問題

なのかということが実感しにくいところではありますけれども、具体的には、税収が落

ち込むですとか、市場規模が縮小しますので、物やサービスが売れなくなるとか、あと

は現役世代における社会保障の負担が増えるとか、本当に多くのことが懸念されており

まして、この人口減少をどう食いとめていくかというのが、政治の世界では大きなテー

マになっているわけであります。 

この二、三年ぐらい、地方創生ということが盛んにいわれるようになりましたが、こ

の地方創生というのは、そうした人口減少への危機感を背景として、何とかそれを食い

とめよう、その具体的な方法論としては、横並びのまちづくりをやるのではなくて、そ

の地域ならではの特色とか強みを生かしたまちづくりをしていくことで、要は、他の市

町村から自分たちのまちに住んでもらえる人口をいかにして増やそうかというところが

一番醍醐味としてあり、西尾市においても、まだ若干人口は増加している状況でありま

すけれども、そう遠くない時期に人口減少局面を迎えると見込まれておりますし、そう

した中で地方創生については、当然、力を入れていくべきテーマだと考えています。 

その中で、具体的に、住みたいまち、働くことのできるまち、訪れたいまちという観

点から、それぞれの政策を講じていきたいと考えているわけでありますけれども、最初
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の住みたいまちというところにつきましては、端的に言えば、いわゆる子育て世代の皆

さんをしっかり支援して、西尾市への定住促進を図ることでその人口を維持していくこ

とが一番大事かと思っています。いわゆる子育て世代と呼ばれる30代、40代の人という

のが、一番お金を必要としている年代でもありますし、消費活動とか税金を払うことを

含めまして、その世代をしっかりと支援して、その年代の人口が増えれば税収も安定す

るということで、他の部分の行政サービスにもお金が投じられます。 

では、それをするためにどうすればいいかというところでありますが、自分自身が選

挙のときに訴えた政策を紹介させていただくと、実際に結婚をしたけれども、なかなか

子宝に恵まれないというようなご家庭が最近増えています。そうしたときに、医療の力

を借りるというのは１つの有効な選択肢で、実際にそうした治療をされているご家庭も

たくさんありますので、そうした方への助成を拡充するですとか、あとは子どもが産ま

れても核家族で共働きだったりすると、子どもが急に病気になったりしたときになかな

か預け先がないというところで困ったりもしますので、そうしたときの病児保育という

のですけれども、そうした保育の充実をしたりですとか、１つ何かをやれば子育てがし

やすくなるということでもありませんので、幾つかの政策を組み合わせて、西尾市とい

うのは、やっぱり子育てがしやすいと思っていただけるようなまちづくりを進めていき

たいというように考えているところであります。 

それともう一つ、住みたいまちというところでお伝えしたいのが公共交通の問題であ

りまして、市街地周辺などは、電車もあるし、バスもあるということで、比較的、公共

交通については不便がないのかなと思いますが、今後、少子高齢化が進んでいく中で、

歳をとった方は免許証を自主的に返納したほうがいいというような風潮もあるわけです

けれども、では、免許がなくなったときに、西尾市において生活に困らないかといいま

すと、かなり困る地域がたくさんあると思っています。そうしますと、日用品をお買い

物に行ったり、怪我ですとか病気をされたときにお医者さんにかかるとか、そうしたと

ころというのは、やはり公共交通として責任を持って、どの地域に住んでいても困らな

いようなことはやっていく必要があると考えております。公共交通というと、バスが代

表的なものでありますけれども、バスに限らず、いこまいかーという名称で西尾市は使

っているのですけれども、自宅から最寄りの目的地まで運んでくれるような乗り合いタ

クシーのサービスとか、それぞれの交通機関の特徴をよく考えた上で、市内全体の公共

交通の体系を見直しするように、今、担当の部署に指示をしておりますので、この福地

地域ももちろんですが、市内の周辺部にお住まいの方についても、それほど大きな不便

を来さないような公共交通のシステムをつくっていきたいというように考えているとこ

ろであります。 

続きまして、働くことのできるまちという観点については、これはしっかりと雇用を

生み出すことと、産業の競争力を高めることに尽きるのかなというように思っています。 

現在、西尾市では、企業誘致ですとか、ものづくり企業に対する支援などをしており

まして、１つの面としては、ものづくりのまちという部分の知名度向上とか、企業のバ

ックアップをしていくということがあるわけですけれども、その反面で、農業とか漁業

とか、いわゆる一次産業についても大変盛んな地域であるというのが西尾の大きな特徴
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だと思っています。福地地区においても、もちろんそうなのですけれども、先進的な取

り組みをしているところについては、その取り組みを後ろからしっかり支えるやり方、

長所を伸ばすやり方が必要だと思いますし、その反面で、アサリなどが典型的な例であ

りますけれども、漁獲量が急激に落ち込んでいて、その産業自体が成り立たなくなって

しまうような危機に直面している産業もありますので、そうしたところは公としてもし

っかり守っていく中で、地域の産業がしっかりと育成できて、守っていけるような取り

組みを進めていきたいというように考えております。 

そして、３つ目の、訪れたいまちの観点については、これは観光に力を入れるという

ところに尽きるのかなというように思っています。西尾市が合併して、これで７年目に

なっていますけれども、正直、合併前までは余り観光というところに力を入れてきませ

んでした。ですけれども、今の西尾市の状況を考えますと、抹茶とかウナギのような各

種の物産以外にも、吉良に行けば温泉もありますし、吉良家ゆかりの名所旧跡ですとか、

市街地周辺には六万石城下町としての歴史もありますし、幡豆のほうを始めとして、自

然が豊富に残っている地域もたくさんあります。そうした多種多様な観光資源があるま

というのは、正直、全国を探してもそんなにたくさんあるわけではなくて、あとは持っ

ている観光資源というネタをいかに外に向けて有効にＰＲしていくかというところが大

事かなと思っています。愛知県で観光地というと、犬山とか蒲郡などが代表的な例であ

りますけれども、そこに負けないだけの力を持っていると思いますので、民間の活力を

うまく使いながら、西尾の観光ＰＲをしていきたいというように考えております。 

次に、所信表明の３点目の大きな項目であります、厳しい財政状況を乗り越えるため

の徹底した行財政改革ということでありますけれども、現在、西尾市の一般会計と呼ば

れる財布が大体550億円でありまして、この中に国からもらえる交付税というお金がある

のですけれども、合併して特別にもらえていた分が今年度から段階的に減らされてしま

う状況にありまして、５年後には、二十数億円入ってくるお金が減ります。550億円の中

の二十数億円なので、全体の５％ぐらいが減ってしまいまして、そのやりくりをどうす

るかということで結構厳しい財政を強いられている状況でありまして、１つには、稼ぐ

ことをしっかりしようということで、先ほど申し上げました企業誘致の取り組みにさら

に力を入れていくことはもちろんですけれども、ここ何年かニュースで取り上げられる

ことが多いふるさと納税事業、要は寄附金を集めるということですけれども、それにも

力を入れていきますし、あとは企業広告なども活用しながら、収入を増やすですとか、

税金を払っていただくべき人に対してしっかりと徴収をさせてもらうですとか、そうし

たことをやっていく中で、入ってくるお金を増やすということと、もう一つ、出るお金

を制するということもやっていかざるを得ないというように思っています。 

時代の変化により、今、行政がやっているけれども、必要性が少なくなってきている

事業ですとか、あとはそこまで行政が大きくやる必要のない事業については、事業の縮

小とか廃止も含めまして、ここはシビアにやっていかないといけないところだと思って

おりますので、市の中に行財政改革の委員会などが第三者機関としてあるわけですけれ

ども、そうしたご意見も参考にさせていただきながら、場合によっては地域の皆さんに

対して痛みをお願いすることも正直あるかと思いますけれども、将来的に持続可能な財
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政をつくっていくということで、そこについても力を入れていきたいと思いますので、

ご理解をお願いしたいというように思います。 

そして、最後に、個別の政策について、幾つかお話をさせていただきます。 

自分の選挙のとき、特に大きな争点として掲げたものとして、西尾市方式ＰＦＩ事業

の見直しというものがあります。これは、簡単に言えば、民間の力を借りて、西尾市の

場合であれば、市営住宅とかプールとか体育館とか、公民館のような施設とか、トータ

ルで200億円ぐらいになるようなものを１つの企業体に委託する中でやっていこうとい

うものであるのですけれども、一連の過程において、市民の皆さんに対してご意見を聞

くということが十分になされていなくて、市民不在のまま進められてきたというように

自分自身は考えておりますので、現在、工事を一旦中断してもらって、市民の皆さんの

声を聞くということをやっているところであります。明後日30日には寺津地区で行いま

すし、また12月に入って市役所のほうで説明会といいますか、意見交換会をさせていた

だきますので、そうした場で西尾市方式ＰＦＩ事業の見直しについても、意見交換をさ

せていただきたいというように思っています。 

それと、もう一つ、本日入り口で、産業廃棄物最終処分場の新たな建設に反対すると

いうことで、住民団体の方がチラシなどを配っておられたと思いますけれども、これは

一色町の生田地区という海岸沿いの地区において、大きな産業廃棄物最終処分場が建設

されようとしている構想というか計画というものがあります。こちらについては、自分

が市議会議員だったときには、市議会が全員一致して反対の決議などもやっております

し、現在も市としては明確に反対の姿勢を表明しております。理由としては、そうした

施設自体の必要性というのは全否定するつもりはありませんけれども、一色の生田地区

というところが、土地の事情などを考えますと、１つには大変漁業が盛んに行われてい

るということ、そのようなところに大きな最終処分場ができてしまうと、風評被害とい

うのがまず懸念されますし、あとは土地自体の液状化というものが大変懸念されており

ますので、もし大きな地震が起きて、そこに埋まっているものが三河湾に流出なんかし

てしまいますと、取り返しのつかないような被害が出てしまうということで、市として

は反対をしているわけでありますけれども、感情的に必要がないという反対だけではな

くて、しっかりと理論的に裏打ちされて、この地域にそうした施設をつくることが適切

ではないということをしっかり主張できるように、現在、そうした環境分野なんかで専

門の大学教授などにご意見を聞きながら考えをまとめているところであります。 

この場で皆様方にお伝えしたいのは、一色の問題だというように捉えるのではなくて、

やはり西尾市全体の問題として捉えていくことが大変大事であります。実際に物が埋め

られるなどというのは、その一地区の問題なのかもしれませんが、産業廃棄物を載せた

トラックなどが１日何百台も来るということが想定されていますし、国道23号線などの

大きな道路から一色まで行くというと、当然福地地区も通ることになると思いますし、

福地地区に限らず、そうした大型のトラックが頻繁に通ることがいいか、悪いかという

ことですし、先ほど申しましたような漁業の被害なども含めまして、西尾市として大き

な問題であると捉えて、それに対しては反対の表明をしていきたいというように思って

いますので、こちらについても、ご理解とご協力をお願いしたいというように思ってお
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ります。 

市政運営については、以上となりますので、この後、事前にいただきましたご意見、

ご質問について、お答えをさせていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

○細田秘書課長 

ただいま市長からお話のありました市政運営に関してご質問などがある方は、後ほど

設けます自由意見交換のお時間の中でご発言いただくといたしまして、次に、福地地区

から事前に提出いただきましたご意見やご質問などについて、市から回答をさせていた

だきます。 

ここからは、今回の懇談会で、福地地区の代表者としてお力添えをいただいておりま

す福地南部小校区の山下会長に進行をお願いいたします。 

本来ならば、市の主催ということで、市の職員が司会進行を務めるところであるかと

は思いますが、この懇談会では、堅苦しくなく、活発にご意見等をお出しいただけるよ

う、地区のことをよくご存知の町内会長様に進行役をお願いしております。 

それでは、山下会長、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

皆様、こんばんは。本日進行役の、福地南部小校区代表町内会長の山下です。 

皆様におかれましては、日ごろから町内会活動を始め、各分野でまちづくりにご尽力

を賜り、また、本日は懇談会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

さて、本日は、西尾市長を始め、市役所幹部の皆さんに直接声を届けることができる

よい機会であります。限られた時間ではありますが、福地地区、さらには西尾市を住み

よいまちにしていくため、有意義な意見交換ができればと思っております。 

それでは、ご指名を受けましたので、ここからは私が進行を務めさせていただきます。

進行にご協力をお願いしたいと思います。 

初めに、福地地区から事前にお伝えしました意見や質問等に対して、市から回答をい

ただきます。限られた時間で効果的に懇談会を進めるため、あらかじめ６件の意見等を

お伝えしてあります。これらについては、意見等を提出された町内会の代表の方に内容

を読んでいただきます。 

なお、市からの回答に対しての再度のご意見やご質問は、全ての回答があった後にお

聞きしますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、１件目を鎌谷町内会長の鈴木様、お願いいたします。 

 

○鎌谷町（鈴木町内会長） 

こんばんは。鎌谷町内会長の鈴木と申します。よろしくお願いします。 

早速ですけれども、１件目、福地地区のまちづくりについてでございます。 

福地地区は、スーパーマーケットや工業団地がなく、買い物や仕事は地区外に出なけ

ればならず、活性化が望まれます。 
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そこで、次の３点を申し上げます。 

１点目、新たな工業用地に関する質問です。 

市の都市づくり構想によれば、福地地区に新たな工業用地の計画的な整備が図示され

ていますが、現状はどうなっていますか。今後は、この基本構想をもとに、基本計画、

実施計画、工事着手、完成と着実に進められることを望みますが、今後のスケジュール、

具体的な建設計画はどうなっていますか。 

２点目、農業副都心構想に関する質問です。 

農業副都心構想として、農産物直売所や道の駅の建設構想はありますか。 

３点目、憩の農園に関する質問です。 

憩の農園は、新設道路で分断され、面積が現状の半分近くになると聞いております。

ＪＡ西三河と市による、さらなる活性化の計画はありますか。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございます。市長、お願いします。 

 

○中村市長 

鈴木さん、ご意見ありがとうございます。 

福地地区のまちづくりのうち、まずご質問の１つ目について、お答えをさせていただ

きます。 

福地地区では、現在、西尾市浄化センター近辺の長縄町周辺地区、愛中西尾地方卸売

市場近辺の宅野島町周辺地区、憩の農園北側の須脇町周辺地区の３地区が、新たな工業

用地の計画的な整備が可能な地区に位置づけられております。長縄町周辺地区と宅野島

町周辺地区は、数社の企業に進出や拡張をしていただいておりまして、今後も企業進出

が見込まれているところであります。 

また、須脇町周辺地区については、農業副都心構想を踏まえて位置づけしたものであ

りますので、ご承知いただければと思います。 

次に、ご質問の２つ目について、お答えをさせていただきます。 

平成27年３月に策定いたしました農業副都心構想整備計画においては、農畜水産物直

売所等の整備計画案は示しておりますが、道の駅の建設構想については示しておりませ

ん。これまで市は、農業副都心構想の事業主体としてＪＡ西三河がふさわしいと考えて

おりまして、ＪＡ西三河と、この４年間ぐらい、ずっと協議を重ねてきたわけでありま

すが、いまだに事業主体の決定に至っていないというのが現状であります。今後、農業

副都心という言葉を使うかどうかは別といたしまして、農水産業者の方々が、生産から

加工・販売までを行います、いわゆる６次産業というのですが、６次産業化の推進と、

西尾市を代表する観光資源であります憩の農園の活性化は必要であると考えております

ので、引き続き、ＪＡ西三河と話し合いを行っていきたいというように考えております。 

そして、最後の３点目になりますけれども、憩の農園とバラ園の間を通ります、岡崎

一色線というのですが、その一部となります市道斉藤市子６号線につきましては、平成
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34年度中の開通を目指しており、これに伴い、現状よりも面積は減少しますが、半分近

くになるということはございませんので、ご承知いただきたいと思います。 

そして、先ほど申し上げましたとおり、憩の農園の活性化については必要であるとい

うように考えておりまして、先日、私自身も部下に一方的に任せるのではなくて、ＪＡ

の方とお昼御飯を食べながら、そうした憩の農園の活性化などについて話をさせていた

だいておりますし、今後もそうした定期的な懇談の場を設け、市とＪＡで協力しながら、

憩の農園の活性化について考えていきたいというように思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

続きまして、２件目を、菱池町内会長の蛭川様、よろしくお願いいたします。 

 

○菱池町（蛭川町内会長） 

菱池町内会長の蛭川でございます。よろしくお願いいたします。 

２件目は、福地駅周辺の活性化についてでございます。 

名鉄西尾・蒲郡線は、2020年度までの存続が合意されているものの、その後の確約が

得られていません。名鉄西尾・蒲郡線活性化協議会による活性化計画の実施により、多

少の改善はされているものの、大きな改善効果は見られません。福地駅は、福地住民の

みならず、一色地区住民にとっても重要な駅です。パークアンドライド、あるいは大規

模住宅地開発といった駅周辺の開発による利用者の増加が必要と考えます。 

２件目は以上です。よろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

蛭川さん、ご意見ありがとうございます。 

２件目、福地駅周辺の活性化について、お答えをさせていただきます。 

名鉄西尾・蒲郡線の乗客数は、西尾・蒲郡線応援団をはじめとする関係団体の熱心な

活動や、団体利用等の運賃補助もありまして、平成19年度以降、増加傾向となっており

ます。 

そして、ご意見をいただきました福地駅周辺の開発についてでありますが、この地区

は、市街化を抑制すべき区域であります、いわゆる市街化調整区域に所属するものであ

りまして、農用地を主とする土地利用が位置づけられておりますので、現行、宅地開発

というのが正直難しい状況であります。 

その一方で、市街化区域というものがあるわけですけれども、その市街化区域内には、

現在、まだ多くの低利用地ですとか未利用地がございますので、まずはこれらの土地に

ついて、有効な土地利用を図りたいというように考えているところであります。 
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そして、パークアンドライドにつきましては、まず駅周辺の状況調査を行わせていた

だいて、その結果により、今後の方針を定めていきたいというように思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

引き続き、３件目を、鵜ヶ池町内会長の木村様、よろしくお願いいたします。 

 

○鵜ヶ池町（木村町内会長） 

鵜ヶ池町内会長の木村です。よろしくお願いいたします。 

３件目は、小中学校のプールの廃止・統合について、お尋ねをさせていただきます。 

ＰＦＩ事業により、福地中学校、福地南部小学校及び福地北部小学校のプールを順次

廃止し、寺津のプールを利用するようになるとお聞きしております。そこで、次の２点

について、お聞きいたします。 

１点目は、統合による経費削減のメリットについて、質問させていただきます。 

寺津のプールを利用するには、約850人の子どもたちを送迎しなければならず、とても

不便だと思っております。そこで、統合による経費削減のメリットとはどれほどですか、

お尋ねいたします。 

２点目は、非常用飲料水に関する質問でございます。 

小学校及び中学校のプールの水は、災害時には移動式浄化装置の使用により、避難所

の非常用飲料水として使用が計画されておりますが、今後プールが廃止された場合、ど

れだけの非常用飲料水の確保を考えていますか、お尋ねいたします。 

以上、３件目の質問です。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

木村さん、ご質問ありがとうございます。 

少し長くなりますけれども、３件目、小中学校のプールの廃止・統合のうち、１つ目

のご質問について、お答えをさせていただきます。 

市内の小中学校のプールは老朽化が進んでおり、今後10年間で耐用年数を迎えるプー

ルが多く存在し、更新に莫大な経費がかかります。このため、新たな維持管理の方針や

学校プールのあり方を協議検討した結果、小学校では、民間温水プール等を利用するこ

とに切りかえ、自校プールは廃止し、中学校プールにつきましては、管理運営方法の検

討をしてまいります。 

こうした方針を持っているわけでありますけれども、これというのが、ＰＦＩ事業と

して進めてきた寺津温水プールというものを、つくるか、つくらないかというところと

は少し別問題でありまして、そことは関係なく、教育委員会として、市内全体の小中学
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校プールのあり方について示したものであります。 

他の地区などでも市政懇談会をやっておりまして、このテーマについてご意見などを

伺うことがあるのですが、内容だけが先走って、しっかりと保護者の皆さんに説明が伝

わっていないというより、していないのだと思いますけれども、本当に申し上げました

とおり、これで決まったからよろしくお願いしますということではなくて、こういう方

針を持っておりますという中でその小学校プールの民間利用をしますなどということだ

けではなくて、具体的に資料などを提示させていただきながら、市の今の財政状況がこ

ういう状況で、切りかえた場合にこうしたコスト削減が期待できますとか、保護者の方々

がご心配いただくようなことについては、こうした対応をしていきたいと思いますとか、

こういう形で、しっかりとご理解をしていただけるように十分な説明をしていく中で、

こうした方針を持っているというところで進めていきたいと考えておりますので、一方

的に、こうだからそのようになってしまうなどということとは違うということで、ご承

知いただきたいというように思います。 

それと、これまでの小学校プールと今後の民間温水プールを利用した場合のメリット、

デメリットの比較でありますけれども、学校プールの場合は、小学校の都合に合わせて

利用できることなどがメリットであり、逆に天候に左右されること、夏の期間のみの使

用でありますが、年間を通じ、維持管理のコストがかかることなどがデメリットであり

ます。また、民間温水プールの場合は、専門インストラクターのアドバイスが受けられ

ること、天候に左右されないことなどがメリットであり、逆にプールへ行く時間がかか

ることなどがデメリットであります。 

経費削減について、平均的な小学校の例で申し上げますと、これまでのように小学校

プールを新規に建設した場合は、50年間の維持管理費を合わせて、１校当たり平均で約

660万円。次に民間温水プールを利用した場合は、プールの利用料や移動経費を年間利用

回数と掛け合わせ算出しますと、約340万円となり、これらを差し引きしますと、コスト

比較としましては、１校当たり平均で１年間約320万円のコスト削減ができると考えてお

ります。 

次に、ご質問の２つ目について、お答えをいたします。 

まず中学校のプールについては、先ほどお答えしましたように、当面、使用すること

ができます。仮に福地南部小学校及び福地北部小学校のプールが廃止されたとしても、

非常用飲料水の確保手段として、福地中学校に100トンの飲料水兼用耐震性貯水槽という

ものが備えられております。その他、配水池からの運搬給水と、備蓄している保存水に

より非常用飲料水を確保することとしていますので、プールの廃止による影響はないも

のと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございます。 

続きまして、４件目を、斉藤町内会長の神谷様、よろしくお願いいたします。 

 

○斉藤町（神谷町内会長） 
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斉藤町内会長の神谷でございます。よろしくお願いいたします。 

４件目は、用水路（開水路）の維持管理に関する市の支援についてでございます。２

点ありまして、１点目は、農業用水路や雨水路に関する要望です。 

農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増加及び農業用水のパイプライン化により、農業

用水路や雨水路の除草や維持管理が年々困難になってきております。国・県・土地改良

区の助成を受けて、町内会、花と美土里の会、実行組合等の活動により行っております

が、豪雨時の排水対策として非常に重要であるため、市としての支援を考えていただけ

ませんでしょうか。 

続きまして、２点目は、水路の暗渠化計画に関する質問でございます。 

岡田市議のお力添えで、憩の農園周辺の水路の暗渠化計画を平成28年度に70メートル

実施していただきました。ありがとうございました。またさらに、平成29年度に40メー

トル予定していただいておりますが、それ以降の水路の暗渠化計画はどのようになって

いますでしょうか。質問は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございます。 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

神谷さん、ご意見ありがとうございます。 

４件目、用水路の維持管理に関する市の支援のうち、まず１点目のご要望について、

お答えをさせていただきます。 

西尾市全体では、多数の排水路があり、限られた予算内で市が全ての排水路の除草等

を行うことは、非常に困難な状況でございます。排水路は、農地からの排水とともに、

皆様の家庭から出る生活排水、また下水道が整備された区域については、雨水も流す役

割を果たしており、排水路を利用するために必要とされます除草等の日常的な維持管理

については、原則として地元の皆様方にお願いをしているところでありますので、大変

ご苦労をおかけしますが、ご理解とご協力を今後ともよろしくお願いしたいというよう

に思っております。 

なお、花と美土里の会の活動については、国・県・市により助成をさせていただいて

いるところであります。 

次に、２点目のご質問について、お答えをさせていただきます。 

憩の農園南の水路につきましては、近接いたします都市計画道路岡崎一色線、先ほど

話題に出た道路でありますけれども、この道路新設改良事業に伴う排水先の整備をする

ものでありますけれども、地元町内会の皆様方からの道路拡幅要望もあることから、水

路の暗渠化をあわせて実施するものであります。昨年度、施工に着手し、本年度は新設

道路付近まで整備を進めてまいりました。今後につきましては、新設道路の進捗にあわ

せて整備を進める予定でおりますので、よろしくお願いいたします。 
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○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

引き続き、５件目を市子町内会長の板倉様にお願いしたいと思います。 

 

○市子町（板倉町内会長） 

市子町内会の板倉です。よろしくお願いします。 

５件目といたしまして、福地地区の下水道整備計画について、お伺いいたします。 

西尾市公共下水道の汚水でありますが、年次計画によりますと、福地地区は平成31年

度以降の整備計画となっております。今後の計画はどのようになっていますか。 

よろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

板倉さん、ご質問ありがとうございます。 

５件目、福地地区の下水道整備計画について、お答えをさせていただきます。 

下水道の整備予定でありますが、西尾市行財政改革推進計画第５次実行計画というも

のがあるのですが、その中で本年３月、市街化調整区域における下水道の整備計画を見

直し、事業採算性が難しい地域については事業を凍結するという方針が、市民の皆様の

パブリックコメントを経た上で決定されているところであります。 

下水道整備というものは公共事業でありますが、厳しい財政状況の中で事業採算性と

いうものを考慮せずに進めるのも、なかなか困難な状況であります。現在、事業採算性

の調査・検討作業を行っておりまして、有識者ですとか一般市民の方で組織いたします、

西尾市上下水道事業審議会というところに諮って凍結区域を決定する予定でおります。

凍結区域になった場合は、代替措置といたしまして、合併浄化槽転換への補助というも

のを市のほうでさせていただいて、汚水処理対策を進めてまいりたいというように考え

ているところであります。 

いずれにいたしましても、結論が出た段階で、市民の皆さんに対してはしっかりと説

明をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございます。 

これで最後になりますけれども、６件目を、福地南部福寿会会長の岩瀬様、お願いし

ます。 

岩瀬様は、西尾市代表の会長でもあります。よろしくお願いいたします。 

 

○福地南部福寿会長（岩瀬会長） 

こんばんは。福寿会の岩瀬でございます。  
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２点ございます。１点目は、県道312号線の要望でございますけれども、特にこれは、

なかなか難しいこともあると思います。私が言いたいのは、巨海荻原線、要するに市子

地域でとまっているということで、ぜひ開通させていただきたい。少子高齢化時代に、

今、正直言って困っております。実質バスも通らないし、人が通れない、ぜひともお願

いしたいと思っております。 

幸い、福地行用地区事業、都市整備事業、環境整備事業、環境助成事業、それから、

集落排水をやらせていただきました。大変それに対してご協力いただきまして、大変感

謝しております。ここにみえる市川さんにも、非常にお世話になりました。 

特に西尾は、そうした道路整備が非常に遅れている。要するに全然遅々として進んで

いない。本当に残念でならない。こういったことを何とかやっていただきたい。 

また、岡崎一色線についても、本当に道路整備が遅れている。何とか、これをお願い

したいです。こういう感じでおりますものですから、ぜひ、こうした事業をなるべく早

くやっていただきたいなと思っています。いろいろ言いましたけれども、道路整備をよ

ろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

岩瀬様、ありがとうございます。いい質問でした。 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

岩瀬さん、ありがとうございます。 

６件目、地区内の道路改善及び新規道路の建設状況のうち、初めに１点目のご要望に

ついて、お答えをさせていただきます。 

愛知県では、要望をいただきました路線であります、県道荻原巨海線というのですが、

そのかわりの代替路線といたしまして、東西方向に平行します都市計画道路徳永富田線

というものの整備を計画しているところであります。現在は、市子町の県道豊田一色線

の交差するところから、平口町の平口１号線交差部までの区間において、用地の取得や

測量調査設計などを進めているところであります。そのため、西尾市といたしましても、

今のその県道の拡幅よりも、この徳永富田線の計画路線を早く整備することによって、

今の現県道におけます通過車両の減少が見込まれますし、通行の安全性の確保が期待で

きると考えておりますので、西尾市が平成34年度完了を目標に整備を進めております、

先ほどから話題になっております市道斉藤市子６号線にあわせて供用開始がなされるよ

うに、愛知県に強く要望してまいりたいというように考えています。 

そして、２点目のご質問について、お答えをさせていただきます。 

この岡崎一色線につきましては、市が計画しております区間の南側から順に用地買収

を進めているところであります。今年度末までに市子町内の用地買収を大方終えまして、

今後は主に斉藤町の用地買収を進めていく予定でおりますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございました。 

私ども福地地区から事前にお伝えした６件全ての意見や質問などに対しまして、市長

からただいま回答がありました。 

ここで、回答に対するご質問などをお受けします。ご発言に当たっては、挙手をお願

いいたします。私が指名させていただきますので、町内会名とお名前をおっしゃってか

ら発言してください。 

なお、限られた時間でありますので、要旨を簡素にまとめ、ご発言いただきますよう、

ご協力をお願いいたします。 

それでは、ご発言のある方は挙手でお願いいたします。ｲﾜｾ様。 

 

○福地南部福寿会（ｲﾜｾ様） 

お答えいただきまして、ありがとうございました。 

新しく土地を買収していくのは大変です。ですから、現に土地が確保してある、そう

いうところから早くつないでいただきたいと思います。いろいろ予算もあります。です

から、土地を確保したところでやっていただける、こういうことでぜひお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

担当部局の補足説明、お願いします。 

 

○加藤建設部次長 

建設部次長の加藤と申します。よろしくお願いいたします。 

今、言われたとおり、県道の関係でございますので、県のほうに強く要望していきな

がら、その辺を強く言っていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

他にご意見がありましたら。 

 

○市子町（ｻｶｷﾊﾞﾗ様） 

市子町のｻｶｷﾊﾞﾗといいます。 

今の市道斉藤市子６号線の件です。積極的に進めていただいていますけれども、何に

しましても福地地区、一応、環境整備が全般的に終わりまして、用地がかなり確保され

ています。そういう意味からいきましても、道路整備、今、県道一色線の右折車線も大

分進めていただいていますけれども、いずれにしましても、今現在、車社会において、

これからの西尾市が車社会をどう有効活用して、西尾市民が有効的に活動できるまちづ

くりをするかは、やはり福地地区というのは西尾の中央なわけで、西尾市民が東西南北、

福地地区をかなり利用してもらって、市民活動、営業活動、そういうものを進めていた

だくと、これからの西尾市は、さらによくなるのではないかと思います。 
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それから、もう一つ、今、大分渋滞しているのですけれども、衣浦岡崎線の宅野島の

辺が１車線ですね。今、国道23号線のほうから、かなり２車線化が進んでいると思うの

ですけれども、宅野島の辺の２車線化がどうなっているのか教えてください。 

 

○司会（山下会長） 

ｻｶｷﾊﾞﾗさん、ありがとうございました。 

担当部署の回答をお願いしたいと思います。 

 

○加藤建設部次長 

建設部次長の加藤と申します。 

これにつきましては、やはり今言われたように、県道で、県の関係でございますので、

今、市長を筆頭に、愛知県のほうに極力早くやっていただけるように要望をしておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

続きまして、他に意見はありますか。 

 

○菱池町（ﾋﾙｶﾜ様） 

福地駅周辺の回答、分かりました。ありがとうございました。 

さらに、提案としてお話しすることは、駅のロータリー化はどうでしょうか。現状、

通勤、通学を見ておりますと、暗黙の了解のもとに皆さん、県道から駅へ入ってきて、

右に回って、県道へ出て、右、左という流れができている感じがするのですよね。それ

で、通勤、通学の時間帯になりますと、やはり、車が停まってしまうために渋滞して、

二重、三重の形で駅のところにかたまってしまうということで、あの流れがよくなるよ

うな福地駅前のロータリー化はどうかなというように考えています。 

 

○司会（山下会長） 

ﾋﾙｶﾜさん、ありがとうございました。 

担当部局のご説明をお願いいたします。 

 

○加藤建設部次長 

建設部次長の加藤と申します。 

今言われたロータリーですけれども、先ほど市長がご回答したように、まず駅周辺の

状況の調査を行い、その結果を踏まえまして、検討していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 
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その他に意見がありましたら。 

 

○笹曽根町（ﾊｻﾀﾞ様） 

笹曽根町のﾊｻﾀﾞと言います。 

先ほどから、少子高齢化ということを非常に言われているのですけれども、いろいろ

なもののコストの削減だとか、そういったものをやると、一歩間違えると非常に魅力の

ないまちになります。そういった意味でのベンチマークや、あと調査をやられた上でこ

ういったことを進めていくのですか。僕の周りで聞くと、西尾市に住みたいという若者

はいないのですよ、わざわざ。僕、刈谷のほうで勤めているのですけれども、その辺を

聞くと、わざわざ西尾市に住みたいという人がほぼいないです。新しく家を建てる人は、

刈谷であったり、豊田であったり、なぜこちらのほうが魅力あるのか、そういったとこ

ろの調査、分析というのは、やられているのですかね。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

担当部局、ご説明をお願いします。 

 

○近藤企画部長 

企画部長の近藤でございます。 

今、少子化の関係でご質問がございました。先ほど市長から説明がありましたように、

今、地方創生といいまして、西尾市に他市から来ていただく、まさしく家を建てるなら

西尾市ということで、西三河の中で、西尾市というのは非常に土地が購入しやすい価格

で、同じ金額を出すのであれば、庭のついた土地が買えるというようなことから、パン

フレット等をつくり、各企業の厚生担当のところに置いていただいたり、あるいは不動

産業者そういったところにも、西尾市の魅力を集めたパンフレット等を置いていただい

て、ぜひとも西尾市のほうで、子育てがしやすい、自然豊かな環境のもとでお住まいく

ださいというようなセールスを、現在、一生懸命やっているところでございます。 

先ほどベンチマークというようなお話もございました。地方創生の計画をつくる段階

で、いろいろな統計データをもとに、例えば、先ほど言った土地の価格の状況を他市と

比較したりもしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○司会（山下会長） 

企画部長、ありがとうございました。 

時間の制限もありますので、あと１つだけ質問をお願いしたいと思います。 

 

○八ヶ尻町（ﾔﾏｻﾞｷ様） 

八ヶ尻町内会長のﾔﾏｻﾞｷです。 

須脇に建設される予定の給食センターと特別支援学校についてお聞きします。土地の

確保を今進めているということでありますけれども、現在の進行状況、そして、今後ど
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のような計画で進めていかれるのか。また、施設の規模、定員など、細かいことが分か

ればお聞かせいただきたいと思います。 

 

○司会（山下会長） 

担当部局、お願いします。 

 

○新實教育部次長 

教育部次長の新實と申します。よろしくお願いいたします。 

まず、特別支援学校でございます。これにつきましては、今、安城の特別支援学校の

児童・生徒数が過大であると。それと、岡崎の特別支援学校への長時間通学、こうした

ものを解消したいということで、愛知県が事業主体となって、県立学校として整備をし

ていきたいということで、市はそれに対して、学校建設に必要な用地を須脇町地内に確

保するものでございまして、ほぼ確保ができている状況でございます。 

学校の概要につきましては、知的障害の部門と肢体不自由の部門の複数の障害に対応

する併設校ということで、愛知県下ではこういった学校は初めてということでありまし

て、小学部、中学部、高等部を備えたものでございます。 

これからの事業計画でございますけれども、建物の設計につきましては、はっきりこ

こでどれだけとは申し上げられませんが、建物の建設に１年から２年で、およそ３年か

ら４年というように県のほうからは伺っております。 

開校時期というのは、まだはっきりとは申し上げられませんが、１日でも早い開校を

目指して愛知県に要望してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

今回、特別支援学校の建設用地確保のためにご協力いただきました地権者の方々並び

に関係者の皆様には、この場をお借りしてお礼を申し上げるとともに、事業の推進に引

き続きご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

それと、もう１点の給食センターにつきましても、この須脇町地内を考えております。

給食の配送先につきましては、旧幡豆３町の小中学校と、それと今の特別支援学校への

配送を考えておりまして、福地地区に小中学校は３校ございますけれども、そちらへの

配送は考えておりません。福地を含めた旧西尾地区の給食につきましては、学校の校舎

とともに個別に考えて、平成32年ごろまでには整備計画を考えていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

給食センターの建設に向けても、また早期建設に向けて進めてまいりますので、ご理

解とご協力をよろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

教育部次長、ご回答ありがとうございました。 

予定の時間になりましたので、これからは自由意見交換の時間として進めてまいりま

す。時間は、午後８時15分までとさせていただきます。 

皆様には、先ほどの地区のとりまとめの意見や質問にかかわらず、まちづくりに対す

る提案、意見、その他、地域の困り事、関心事などがございましたら、ご発言いただき
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たいと思います。また、市長からお話がありました市政運営に関するご質問などがござ

いましたら、ご発言ください。 

先ほどと同じように、ご発言に当たっては挙手をお願いいたします。私が指名させて

いただきますので、町内会名とお名前をおっしゃってください。 

なお、より多くの方に発言いただけるよう、要旨を簡素にまとめてご発言いただきま

すよう、ご協力をお願いしたいと思います。 

それでは、ご発言のある方は挙手をお願いしたいと思います。 

 

○市子町（ｲﾀｸﾗ様） 

先ほどの公共下水関連で質問します。西尾市には、公共下水と集落排水がありますけ

れども、集落排水が２箇所ほどできております。これには皆さんが同じように負担をし

ております。ただ、公共下水と集落排水と使用料金が違うのですね。この辺というのは、

今後見直していただける可能性はあるのですか。 

 

○司会（山下会長） 

お願いします。 

 

○市川上下水道部長 

公共下水道と農業集落排水事業の使用料の違いですけれども、今、公共下水道と農業

集落排水事業を、平成32年度の企業会計化へ向けて作業を進めている状況でございます。

使用料につきましても、その中の検討課題の１つでございまして、それは西尾市上下水

道事業審議会というものをつくりまして、今後、使用料の適正価格というものをその審

議会で諮って決めていきたいというのを考えていますので、よろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。 

引き続き、ご意見のある方は挙手でお願いしたいと思います。 

 

○福地南部福寿会（ｲﾜｾ様） 

市街地へ出るには、やはり道路がなくてはいけないということでございますので、そ

うしたことを考えて道路を整備し、そしてまちを活性化していただきたいと思います。 

それから、全国老人クラブ大会がございまして、富山県富山市に行きました。そこで

の森市長さんの話として、公共機関をなるべく使っていただいて、町で買い物をしてい

ただくというようなことをとにかく徹底的にやっているということでございました。 

ぜひ、そういうことを中村市長も考えていただいて、多少の投資はかかるけれども、

年寄りが元気になることによって、将来的には医療費が安くなります。そうしたことを

考えれば、決して高いものにはならないという考えでやってみえる森市長さんですが、

そういう施策をぜひ中村市長も考えていただいて、今、金がかかっても、将来的には年

寄りが元気になれば医療費が安くなるということを考えていただきたいと思います。 
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○司会（山下会長） 

大変良い意見、ありがとうございました。 

市長、お願いします。 

 

○中村市長 

ｲﾜｾさん、ありがとうございます。 

まず道路については、市民生活はもちろんですけれども、企業活動にも非常に重要で

あるという認識がありますので、県道については、県への要望とかになってしまいます

けれども、決して道路整備を軽視しているわけではありませんので、しっかりと市とし

ても進めていきたいというように思います。 

それと、２点目もおっしゃるとおりでありまして、病気とか怪我の治療は大事であり

ますけれども、そういう状態にならないように、特に介護予防というものが、今、非常

に大事でありまして、お年を召されても長く生き生きと生活していただけるように、そ

うした取り組みは進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございました。 

 

○福地南部福寿会（ｲﾜｾ様） 

すみません。県に税金を納めているのだから、その税金をうまく使うというのか、こ

こに県議会の方がみえるけれども、県議も頑張っていただいて、西尾市のために本当に

頑張っていただきたい。よろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

ｲﾜｾ様、ありがとうございました。 

まだまだ時間がありますので、ご意見等がありましたら、お願いしたいと思います。 

 

○鎌谷町（ｽｽﾞｷ様） 

鎌谷町内会長のｽｽﾞｷです。先ほどはありがとうございました。 

私、先ほどのこと絡みで、自分自身で考えていることが１つあります。企業誘致とい

うことで、三河というのは、みんな輸送機械関連がメインですね。ご存知のとおりです。

そのような中で、それだけに頼っていると、やはり時代の波というのは変わっていきま

すので、何かを考えておいてほしいと。私は、例えばそういうことで考えれば、思い切

ってどこかの大学を誘致するとか、変な言い方になってしまうのですけれども、もっと

言えば、最近、エコ発電ですか、いわゆる炭酸ガスを出さない。そのようなことを考え

ていくと、西尾市というのは、合併して海辺がうまく使えるということを考えていただ

ければ、風力発電というのは考えられないかな、そのように思う。これは突拍子もない

考えですけれども、何かそういうことで企業を活性化する、市を活性化するということ
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を考えていかないと、皆さんが言っておられる高齢化でどうのこうのとか、もう目に見

えているのですよね。それをどのように考えるかというのがやっぱり根底にないと、い

ずれはやっぱりとなってしまうと思うんですよね。そのようなことをちょっと気にして

います。提案です。 

 

○司会（山下会長） 

ｽｽﾞｷ様、ありがとうございます。 

 

○金原産業部長 

産業部長の金原と申します。ｽｽﾞｷ様、ありがとうございます。 

おっしゃられるとおり、西尾市の製造品出荷額のおよそ４分の３は輸送用機器製造業

で成り立っています。確かに、輸送用機器製造業が盛んだということで市税も潤ってい

るわけですが、一つの業種に頼っていますと、ガソリン車から電気自動車に大きく移行

した場合に、とても深刻な影響があると思います。そのため幅広い業種の誘致は必要だ

というように私どもは認識しております。 

そこで、市長にも、東京で開催される愛知県のセミナーに行っていただくなど、西尾

市の知名度を上げる取り組みをしておりまして、さまざまな業種の誘致に今後も心がけ

てまいりたいというように考えておりますので、ご理解をお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

産業部長の金原さん、ありがとうございました。 

他に意見はありませんか。 

私が指名してもいいですかね。一応、私も西三河農業協同組合の相談役をやっていま

すので、憩の農園の園長、何かご質問がありましたら。 

 

○憩の農園（ﾊﾗﾀﾞ様） 

ご指名がありましたので、憩の農園の園長をしておりますﾊﾗﾀﾞと申します。日ごろは、

農協事業におきましても、地元の皆様にご協力いただきまして、ありがとうございます。 

先ほどから、要望ではないですけれども、今後も、また常時、組合長を始め、役職員

が市役所の方々といろいろな面でご相談をさせていただきながら、福地地区が少しでも

よくなるように事業が進められたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

園長、ありがとうございました。 

この回答、では金原さん。 

 

○金原産業部長 

ご意見、ありがとうございます。 

先ほど市長も申されましたが、憩の農園というのは、西尾市を代表する観光地であり



24 

 

まして、また、この福地地区の中心でもあるということで、私ども、この地域の活性化

は大変重要なことであるというように認識しております。今後、ＪＡ西三河の皆さんと

も手を携えながら、この地域がよいものになるように取り組んでまいりますので、ご理

解をよろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

金原さん、ありがとうございました。 

他に何かありましたら。何でもいいです。 

 

○市子町（ｻｶｷﾊﾞﾗ様） 

市子町のｻｶｷﾊﾞﾗといいます。 

少し無責任な話になると思うのですけれども、今、国道23号線のところに物流基地が

できて、一気に発展しましたよね。そういうことも考えると、今、西尾市は子育てとい

うことがあるのですけれども、例えば福地南部地域のように、保育園、小学校、中学校

がある、そういうところへ子育て用のマンションを誘致するとか、そういうことをやっ

てもらって、先ほども言われていたけれども、なかなか西尾市に住みたくなる人は少な

いということもありますので、そういうことで要するにマンションなり、市営の子育て

住宅をつくるとか、そういうことをやって、将来的なまちづくりを考え、子育て支援を

やっていけば、効率よく、学校の近くなら通学時間も少ないし、さらに通学時間が少な

い分、例えば運動をやったりとか、部活動をやったりとか、そういうことを、文武両道

というか、それで、将来スポーツ選手も出たり、要するに、子どもは毎日長時間やるの

ではなくて、たとえ30分でも運動を毎日継続するということが子育ての一番いいことだ

と思いますので、そういう住宅のようなものを考えていただくといいかなと。これは無

責任な話ですけれども、よろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

ｻｶｷﾊﾞﾗさん、ありがとうございました。 

担当部局、説明をお願いしたいと思います。 

 

○近藤企画部長 

企画部長の近藤でございます。 

西尾市に人を集めるために、子育て用のマンション、あるいは、そういった学校の近

くに市営住宅、いろいろなご意見をいただきました。本当にごもっともなご意見で、西

尾市をアピールできるような、そういった施策も考えてまいりたいと思います。市長が

おっしゃったように、子育てには西尾市だというようなことで、一生懸命、子育て支援

策を打ち上げながらＰＲをしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

企画部長、ありがとうございました。 
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まだ時間がありますので、質問のある方。 

 

○横手町（ﾂﾂﾞｷ様） 

横手町のﾂﾂﾞｷといいます。 

質問、要望ではないかとは思うのですけれども、西尾市には、サッカー場ですとか野

球場だとか、そういう皆さんがプレーを楽しむような環境、場所がないような気がする

のですけれども、どういったものでしょうか。 

 

○司会（山下会長） 

担当部局、お願いします。 

 

○尾崎教育長 

ご意見、ありがとうございます。 

おっしゃられるとおり、そうした公式な野球場ですとか、そういうものは不足してい

ると感じております。そうした計画も、やはり費用が大きくかかりますので、そういっ

たことも考慮に入れ、まずは財源確保に努めながら、将来的には、そうしたものもつく

っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

教育長、ありがとうございました。 

他に質問はありませんか。 

 

○吉良町（ﾌｼﾞｲ様） 

こんばんは。吉良町のﾌｼﾞｲといいます。 

場違いな質問かどうか分かりませんが、経済格差というか、格差社会といわれて、も

う二十数年ぐらい経ちます。学力格差の問題なんですが、経済的な貧困家庭に産まれた

お子さん、市内でどれくらいの方が生活保護を受けられているかは分かりませんけれど

も、小中学校の子どもが学校の授業が分からないところだとかを質問したいときは、直

接学校の先生にすればいいのですが、なかなかしにくいということです。私は昔、一応、

塾の講師をやっていたので、子どもから話を聞くと、学校は質問しにくいから塾に行っ

て質問するというそういう感じがあったと思います。塾に行ける子はいいのですが、貧

困の世帯にたまたま生まれたお子さんについては、そういう場がないということで、無

教養を生むような感じで、悶々としている子どもがどれくらいいるのかなというように

思うのですが、一人一人、少子化の時代ですので、そういうお子さんもすくい上げなが

ら授業についていかせるとか、高校、大学というように、やる気を持って取り組んでい

ただけるそういう人材を育てることにおいて、そういう貧困による学力格差をなくして

いく必要があると私は思っています。例えば、学校の先生に質問できないところは、退

職された先生だとか、地域のボランティアで、そういった場を学校内につくって、質問

コーナーみたいな形にするとか、いろいろな案はあるのですが、図書館にそういうコー
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ナーをつくるとか、そういったことを何か、市長は考えられているのかどうかというこ

と、西尾市の状況がどうかということを把握されていますかということなんですが。 

 

○司会（山下会長） 

ありがとうございました。吉良町のﾌｼﾞｲ様、大変良い質問でした。 

 

○中村市長 

ご意見、ありがとうございます。 

詳細な数値まで把握しているかというと、そこまで正直把握はしていないのですが、

ただ、選挙のときも、子どもの貧困対策として学習支援に取り組みたいということを訴

えてまいりました。 

子どもの貧困対策というのは、結構近年になっていわれるようになったのですが、要

は、貧困というのが世代を超えて連鎖していくというのは、やはり望ましくないですし、

教育というのは人づくりなので、余りお金で考えるのはよくないかもしれませんが、教

育における費用対効果というのはやっぱり一番高いといわれている中で、貧困だからこ

そ、なかなか学習機会に恵まれないような子に対しては、やっぱりしっかりとした教育

を受けられるような場を準備するというか、そういったことは大事だと思っております。 

具体的にどういう形でやっていくかというところについては、調査研究をしていると

ころでありますので、今、明確にこうしますというところは言えませんが、問題意識は

しっかり持っている中で取り組んでいきたいというように考えていますので、よろしく

お願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございました。 

健康福祉部長、お願いします。 

 

○山崎健康福祉部長 

健康福祉部長の山崎でございます。よろしくお願いいたします。 

生活困窮家庭の学習支援でございますが、市としましては、平成30年度から、生活保

護とか就学援助の支援を受けている家庭の中学生の方を対象に学習援助の事業を始めさ

せていただくということで、計画をしております。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

山崎部長、ありがとうございました。 

他にありましたら。 

 

○笹曽根町（ﾊｻﾀﾞ様） 

笹曽根町のﾊｻﾀﾞです。よろしくお願いします。 

先ほどから少子高齢化という話でいろいろ言われていまして、今の質問にあった話も
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そうだと思うのですけれども、今こう見渡して、すごく異様に見えるのですよね。とい

うのは、ほとんどが年をとられた方で、女性の方が非常に少ない。少子高齢化というと

ころで、西尾市に住んでもらいたいというところを考えるにはもっと若い人、保育園に

子どもを通わせている奥様方から意見を聞くことが必要と思います。女性の方というの

は、よそから来た人が結構いるのですよ、やっぱり。西尾にお嫁に来ただとか。そうし

た方々からいろいろな意見をもらうと、西尾の何がいけないのかというところが非常に

よく分かると思います。そういった取り組みというのは、なされているのですか。この

時間帯、今日、会社を早引きして来ているんですよ。そういった方がかなりいると思う

のですが、わざわざこの会に出るために、そういったところも考慮して、もっと、よそ

から来られた方、西尾に住んでおられる、僕も実はそうなんですけど隣の蒲郡から来て

住んでいるのですけれども、いろいろ僕は不満があります。僕はできたら蒲郡へ戻りた

い、刈谷に住みたいと思っています。そういう人たちは、いろいろ知っているのですよ

ね。一番いい材料というのは、やっぱり住むに当たって一番権限を持っているのは奥さ

んなのですよ。旦那がここに住みたいと言っても、奥さんが嫌だと言ったら、まず住め

ないですよ。もっと積極的にそういう人たちの意見を聞く、一番いいのが、保育園に来

ている奥さんたちに、よそから来た奥さんたちに聞くと、何が今不満なのか、西尾に何

が足りないのか、もともと住んでいたところの、豊田市、刈谷市、岡崎市、東京と比べ

るから非常に分かると思うのですけど。 

先ほどから、ＰＲしています、ＰＲしています、これは分かります。どこの市もやっ

ているのです。何か変わったことをやらないと、少子高齢化などというのは、どんどん

進んでいくと思うんです。ここにおられる方々を最後に下から支えるのは、僕らよりも

もっと若い人たちにここに住んでもらって、その人たちに税金を納めてもらって、支え

るということ。そこが分っていないと。道路をよくしましょう、企業を誘致しましょう

と言っても、決して、その少子高齢化、西尾は大きくならないと思いますけれども、僕

の独りよがりなんですけど、そのように思っていますけれども、どうなのでしょう。 

 

○司会（山下会長） 

ﾊｻﾀﾞさん、ありがとうございました。 

市長。 

 

○中村市長 

ご意見、ありがとうございます。 

同様なご意見を違う校区でもいただいたりしておりますが、地区別の懇談会は地区別

の懇談会で意義があると思っております。 

今年度は新たな取り組みとして、市内の高校生を対象にこうした懇談会を役所の中で

すけれども、やらせていただいたりしましたし、今後、例えば子育て世代の女性に絞っ

たりとか、あるいはテーマを子育てに絞るとか、そういったやり方というのはあると思

いますので、時間帯などの設定も含めまして、幅広い方のご意見を聞けるような形のや

り方というのは考えていきたいというように思っています。よろしくお願いいたします。 
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○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございました。 

他にご質問は。 

 

○行用町（ﾔﾏﾀﾞ様） 

行用町のﾔﾏﾀﾞです。 

三ヶ根山のことについて、要望があるのですけど。私、昔、マラソン大会で走ったこ

とがあります。三ヶ根山が国定公園になったのは、昭和35年だと思うのですけれども、

そのころはものすごく賑わいがありました。しかし、大分人気が落ちて、余り人が行か

ないようになりました。国も観光立国ということで力を入れているのですけれども、西

尾市でも、西尾のシンボルである三ヶ根山に、八ツ面山にあるような展望台を設置して

ほしいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

ﾔﾏﾀﾞさん、ありがとうございました。 

担当部局、お願いします。 

 

○金原産業部長 

産業部長の金原でございます。ﾔﾏﾀﾞ様、ありがとうございます。 

三ヶ根山につきましては、ご指摘いただきましたとおり、三河湾国定公園に指定され

まして、風光明媚な大変すばらしい場所だというように思っております。 

おっしゃられたとおり、現在ではちょっと寂れたような状況にあります。それで私ど

もといたしましては、春、秋、イベントを開催し、ちょうど今ごろはイルミネーション

をやっているところであります。 

展望台の設置につきましては、あの地域は市有地が余りなくて、民有地が中心ですの

で、なかなかそこを借りてまでというのは難しいかと思います。ただ、山頂の駐車場か

ら三河湾をご覧いただきますと、よく見えますし、そこの駐車場から少し山を登ってい

ただければ、360度見渡すこともできます。皆様方、身近な三ヶ根山ということで、案外、

逆に行かれないことが多いと思いますが、皆様ぜひ足を運んで、すばらしい三河湾、そ

して夜景等をご覧いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○司会（山下会長） 

金原部長、ありがとうございました。 

他に意見がありましたら。 

 

○針曽根町（ﾅｶﾞﾔ様） 

針曽根町のﾅｶﾞﾔと申します。 

先ほど市長が、西尾市と３町が一緒になって、観光とかで盛り上がるのではないかと
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いうことを言われたと思うのですけれども、そういう発展はいいのですけれども、具体

的にどうするかということをちょっとお聞きしたいです。例えば、特に吉良地区とか、

その辺は歴史的に見ても、国宝が愛知県に３つあるのですけれども、そのうちの１つが

吉良にありますよね。そういう歴史があるまちだし、それから、お茶とかウナギとか、

自然環境とかいろいろことがあります。市長からも話のあった天竹の綿の神様をこじつ

ければ、この地区で言うと、トヨタ自動車の佐吉さん、自動織機をつくりましたよね。

自動織機をつくった佐吉さんも、もとをいえば、綿から来たと。それもＰＲするとかあ

りますね。それから、今、大河ドラマでやっている今川ですね。今川さんの発祥の地は、

西尾市だったのですね。その辺の問題。それで今川さんといっても、歴史も古いし、そ

れから駿府のほうにもいたし、織田信長さんと仲が悪いと言われていたし、その辺の歴

史がいろいろありますね。 

それから、重要文化財に関しても、西尾市は意外とあるのですね。具体的に、こじつ

けではないですけれども、綿の神社も、トヨタさんが今こうなったのも、綿の神社のお

かげだとか、そういうものを先頭切ってやるとか。今年、私もたまたま秋田に行ったの

ですが、その秋田の市長さんも若いのですよ。一生懸命やっていました。西尾まつりと

か、そういう行事に市長が出ているかどうかちょっと分からないのだけれども、そのよ

うに、市長という看板を掲げてやっていた。その市長のブレーンですね。環境に関して

のブレーン、どのような人の意見を聞いているかということとか、通り一遍倒の、失礼

な言い方をするかもしれないけれども、役所の発想じゃないのですね。今のこじつけで

はないけれども、綿の神社も、今のトヨタさんがあるのも綿の神社のおかげだと。だか

ら、トヨタは品質もいいじゃないですかというくらいの発想の転換とか、そこまで市の

ほうが考えられるかどうか。多分考えられない。だから、そういう発想。今、皆さん、

こうやって仰々しく来られて、いろいろな人が来られて話もいいですよ。いいのですけ

れども、やはりそういうどれだけのことを市長がやってくれて、どれだけのブレーンを

抱えているか。市長だけの考え方と市長だけの物の言い方では物事は進まないですね。

同じ意見、同じ環境に育った中の人はいい意見もあるのですよ。だけれども、いい意見

ばかりではなくて、そういう変わったことをやっていかないとダメだと思います。西尾

市が企業を誘致するのは当然ですよね。だけれども、他の市でも誘致をされていますよ

ね。同じことをやって、追いかけていても意味はないですね。今、西尾市の中にはそう

いういい材料があるのだから、本当にそういう材料を突き詰めて、考えてやっているか。

それに対して、どういう動き方をしているか、ブレーンがいるのか。通り一遍倒の考え

でやられているのか。それは同じことですよね。進まないですよね。まだまだ任期が浅

いからやられていないというのはよく分かるのだけれども、具体的にどのように行うの

か。 

もう一つ言わせてもらいますが、語弊があるかもしれないけれども、町内会というの

は、要するに表向きは町内の小使さんなのです。奉仕でやって、まあそれは長年ここに

住まわせていただいていて、皆に世話になると、そういう意味も含めて行っています。

末端のそういう人たちから、どのように、意見を吸い上げるというのもいいですよ。大

事なことです。町内のこととか、苦情とか、いろいろな意見の人がいる中、そういう人



30 

 

たちをいかに使って、吸い上げるか。 

それから、観光の問題にしても、やります、やります。宣伝していますではなくて、

やれることはいっぱいあるじゃないですか。その垣根を取り払ってやることがやっぱり

必要ではないですか。当然、役所の立場としてやれないこととかいろいろありますよ。 

 

○司会（山下会長） 

ﾅｶﾞﾔさん、失礼ですけれども、時間がありませんので、手短にお願いします。 

 

○針曽根町（ﾅｶﾞﾔ様） 

以上です。 

 

○司会（山下会長） 

市長。 

 

○中村市長 

ご意見、ありがとうございます。 

観光について、お答えさせていただきますけれども、今、市の観光を担う大きな組織

として、西尾市観光協会というものがあります。そこの事務局、企画とか書類作成とか

をやるところを、合併間もないころまでは市の職員がやっておりましたので、実質的に

観光協会ではあるけれども、西尾市役所の一部のような感じでありました。しかし、現

在は民間の人材を活用しようということで、旅行会社の人材など、そういった民間の方々

を中心に観光協会が構成されております。 

市に商工観光課という部署もありまして、そちらのほうでは、行事、イベントの準備、

当日の運営などをやっているわけでありますけれども、多分市の職員が一番苦手であろ

う、プロモーションとかＰＲとか、そういった部分を主に観光協会でやってもらってい

る状況でありまして、この取り組みの方向性としては、僕は正しいと思っているので、

さらにアクセルを踏んでやっていくということなのですけれども、ご提案いただいたよ

うに、いいネタがあっても、いいんだよ、いいんだよと言っても、多分観光客の皆さん

にはこう訴えるものが弱い中で、ストーリーをつくるということが一番大事だと思いま

す。なので、今は、観光協会ですとか、あとは市内の飲食店さんなんかも、その食部会

というのが観光協会の中にあるのですけれども、そうしたところで、市内で頑張ってい

る皆さんとも適宜コミュニケーションをとりながらやっているところであります。そう

いったストーリーづくりなども含めて、観光協会でしっかり意見を言って、そうした方

向で今後やっていきたいというように考えているところであります。よろしくお願いい

たします。 

 

○司会（山下会長） 

市長、ありがとうございます。 
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○金原産業部長 

産業部長の金原でございます。 

今、市長が申されましたとおり、西尾市観光協会は民間の発想で、今まで市にないよ

うな発想で、今、取り組んでいるところです。その成果といたしましては、どうしても

この市単位でやりますと、西尾だけよければいいと、お客様を西尾に呼べばいいという

発想が、どうしても市役所の職員は考えがちなのですが、観光協会を独立させたことに

よって、この三河湾というエリアを考えて、西尾、蒲郡、田原、南知多と手を組んで、

ＧＯＧＯ三河湾協議会というものをやりまして、いろいろなツアーを組んでいます。 

また、セントレアから、常滑、半田、碧南、西尾とかを組んだ連携もやっていますし、

岡崎とかを組んだ連携事業もやっています。そういうそれで、この地元ですと、先ほど

の棉祖祭でも、観光協会が主催したツアーを今年、企画させていただいたのではないか

というように思っております。そういう地域のお祭りも入ったようなツアーも協会独自

で組みながら、今まで市外の方に知られていなかったようなツアーも組んでいきたいと

いうように思っております。 

また、歴史的なものにつきましても、市内にたくさんあって、大変重要でございます

ので、それについても、やはり西尾単独では難しいということで、今、井伊さんの物語

をやっていますが、今度は吉良家の話、忠臣蔵の話をもう１回大河ドラマに取り上げて

もらおうという形で、全国的に手を組んで誘致をしているような状況でございますので、

ご理解のほうをよろしくお願いします。 

 

○司会（山下会長） 

金原部長、ありがとうございました。 

時間がありませんので、この辺で終わりたいと思います。進行にご協力いただき、あ

りがとうございました。今日は、皆さんから活発なご意見、いろいろなご意見が出まし

た。これからの西尾市の方向性が示されたので、よろしくお願いいたします。 

それでは、事務局へお返しします。 

 

○細田秘書課長 

山下会長、どうもありがとうございました。 

それでは、閉会にあたりまして、市長がお礼のご挨拶を申し上げます。 

 

○中村市長 

本日は、長時間にわたりまして、ありがとうございました。 

地区別の市政懇談会というのは、冒頭に申し上げましたように、２年に一度でありま

すけれども、だからといって、市民の皆様方とお話できるのが２年に一度というわけで

は決してありません。後で、また紹介させていただきますけれども、市民の皆さんから

行政に対してお声を届けていただく手段というのは幾つかありますし、また私自身も、

福地地区には、イベントなどを始めとして何度も足は今後も運ばせていただきますので、

見かけましたら気楽に声をかけていただいてももちろん結構ですし、今日、こうした場
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でしっかりとご意見が言いにくい方もいらっしゃったかもしれませんけれども、そうし

た方について、別に市役所に来ていただいて、市長はいるかという形でおいでいただい

ても全然結構であります。 

僕自身といたしましては、やはり市民の皆さんの声を全部が全部、反映することは難

しいかもしれませんけれども、一緒に西尾市の将来について考えていきたいという考え

はしっかりと持っておりますので、今後も、そうした懇談の場というのは大事にしたい

と思いますし、できる限りこちらも、仕事的な返答ではなくて、しっかりと心のこもっ

たコミュニケーションをとりながら皆さんと懇談させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

本日は、どうもありがとうございました。 

 

○細田秘書課長 

最後に、事務局から３点ご連絡いたします。 

１点目は、本日、アンケート用紙をお配りしております。今後の事務の参考とさせて

いただきますので、アンケートにご協力いただきまして、お帰りの際、アンケート用紙

と筆記用具を出口の回収箱にお入れいただきますよう、お願いいたします。 

２点目でございます。市では、皆様の声を市政運営に反映させるために「市民の声」

の制度を設けております。市政に対してお気づきのことがありましたら、市民の声まで

ご意見等をお寄せください。 

３点目でございます。市では、さまざまな機会を通じて市民協働ガイドを行っており

ます。これは、市職員が地域に出向き、市の事業などを分かりやすい言葉でお話しさせ

ていただくとともに、地域の声をお聞きするものでございます。詳しくは、本日お配り

いたしました案内チラシをご覧いただき、会合等の際には、ぜひご利用ください。 

連絡事項は以上でございます。 

それでは、これをもちまして「市長と語る市政懇談会」福地地区を閉会いたします。

交通安全にご留意いただき、お気をつけてお帰りください。どうもありがとうございま

した。 

 

 


